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茨城県鹿島灘流入水域から得られたカワアナゴ属魚類 2種，
テンジクカワアナゴとチチブモドキ

小林大純 1・山川宇宙 2・内田大貴 3,4・碧木健人 5・外山太一郎 6

Two species of the amphidromous sleepers, Eleotris fusca 
(Bloch and Schneider, 1801) and Eleotris acanthopoma Bleek-
er, 1853, were collected from a channel flowing into the Sea of 
Kashima-nada in Ibaraki Prefecture, eastern Japan, in 2020 and 
2021. They are mainly distributed in freshwater and brackish 
areas in tropical-subtropical zones of the Indo-Pacific region. 
In Japan, the two species have previously been recorded from 
Chiba and Kanagawa prefectures to the Ryukyu Islands. There-
fore, the present specimens of the two species represent the first 
records of E. fusca and E. acanthopoma from Ibaraki Prefecture, 
as well as their northernmost records. The two species probably 
could not reproduce in the prefecture judging from their main 
distributional range and the size of the present specimens (juve-
niles: 15.7–35.2 and 19.7 mm in standard length, respectively). 
The Ibaraki records of the two species are possibly due to the 
larval dispersion from the Kuroshio Current.
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 Abstract

カワアナゴ属 Eleotrisは熱帯域から温帯域の淡水域お

よび汽水域に分布するカワアナゴ科魚類で，国内ではカ

ワアナゴ Eleotris oxycephala Temminck and Schlegel, 1845，

テンジクカワアナゴ E. fusca (Bloch and Schneider, 1801)，

チチブモドキ E. acanthopoma Bleeker, 1853，オカメハゼ

E. melanosoma Bleeker, 1852，および洞窟性の未同定種

Eleotris sp.の 5種が記録されている（明仁ほか，2013）．

このうち，テンジクカワアナゴとチチブモドキは，インド・

太平洋の熱帯・亜熱帯域の陸水に広域分布する両側回遊性

種であり（Maeda et al., 2008; Shiao et al., 2015; Mennesson et 

al., 2015; Mennesson and Keith, 2020），分布の北限地域にあ

たる日本ではこれまで千葉県・神奈川県以南の太平洋沿岸

や琉球列島から記録されていた（明仁ほか，2013；山川・

瀬能，2015；山川ほか，2017, 2018）．

茨城県東部の大洗岬から千葉県東部の犬吠埼の間にま

たがる海域である鹿島灘は，寒流である親潮と暖流である

黒潮の派生流が共に流入することから，亜寒帯性，温帯性，

および熱帯・亜熱帯性の魚類が同所的に見られる種の分布

限界の交差帯として生物相の特異性が指摘されていた（浅

野ほか，1955；舟橋，1998）．このような地域性故に，同

海域に流入する利根川やその少し北方を流れる那珂川など

の比較的規模の大きい水系においては，魚類相に着目した

調査研究が多く行われてきたが（例えば，水資源開発公団・

財団法人資源科学研究所，1968；中村ほか，2000；茨城の

海産動物研究会，2001），これらの水系の間にある小規模

河川についての報告は，稲葉（2001）に限られ，魚類相の

知見が不足していた．

2020年から 2021年にかけて行われた茨城県の鹿島灘に

流入する 1水路における魚類相調査の過程で，テンジクカ

ワアナゴとチチブモドキの標本が採集された．これらは茨

城県初記録および現時点での分布の北限記録であるため，

ここに報告する．

材料と方法
採集調査は 2020 年 2 月 11 日，11 月 20 日，および

2021年 10月 21日に，茨城県神栖市の鹿島灘に流入する 1

水路で行われた．同調査は，2020年は各日 2名で，2021

年は 3名で手網（間口 33–35 cm，網目 1–2 mm）を用いて

行った．

採集した魚類は，2020年は氷殺後に，2021年は 2-フェ
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ノキシエタノールで麻酔後に，それぞれ 10%ホルマリン

水溶液で固定した．後日 70%エタノール水溶液に置換し，

体各部の計数・計測や同定を行った．体各部の計数・計測

は中坊・中山（2013）に従った．計測はノギスを用いて

0.1 mmの精度で行い，サイズは標準体長（Standard length: 

SL）で表した．頭部感覚器の観察法および名称は明仁ほ

か（2013）に準拠した．本稿に用いた標本は，全て国立科

学博物館の魚類コレクション（NSMT-P）に登録・収蔵さ

れている．

Eleotris fusca (Bloch and Schneider, 1801)

テンジクカワアナゴ
（Fig. 1A, B）

標本　6個体（15.7–35.2 mm SL），すべて茨城県神栖

市南浜の鹿島灘流入水路産：NSMT-P 143780，26.5 mm 

SL，2020年 2月 11日，碧木健人；NSMT-P 143781，27.3 

mm SL，NSMT-P 143782，17.7 mm SL，2020 年 11 月 20

日，山川宇宙・小林大純；NSMT-P 143783，35.2 mm SL，

NSMT-P 143784，15.7 mm SL，NSMT-P 143785，15.8 mm 

SL，2021年 10月 21日，浜野　隼・木村将士・小熊進之介．

同定　上記標本のうち着底後と思われる 3 個体

（NSMT-P 143780, 143781, 143783）は，尾鰭分節軟条数が

15であること，縦列鱗数が 56–60であること，胸鰭軟条

数が 18であること，胸鰭上部に遊離軟条がないこと，腹

鰭は短く，先端が臀鰭基部に達しないこと，眼の上縁と

前鰓蓋部に感覚管開孔がないこと，鰓蓋後端部で上下の

孔器列が接すること，眼下の縦列孔器列を横断する 2本

の横列孔器列の間に横列孔器列がないことなどの特徴が，

明仁ほか（2013）のテンジクカワアナゴの特徴と一致し

たため，本種に同定された．加入直後と思われる仔魚 3

個体（NSMT-P 143782, 143784, 143785）は，鰓蓋上の縦

列孔器列と横列孔器列が鰓蓋後部で接すること，体長が

15.7–17.7 mm SLと比較的大きいこと，尾柄後部に明瞭な

Fig. 1. Preserved specimens collected from a channel flowing into Kashima-nada in Ibaraki Prefecture, eastern Japan. A, B: Eleotris 
fusca (A: NSMT-P 143783, 35.2 mm SL; B: NSMT-P 143784, 15.7 mm SL); C: Eleotris acanthopoma (NSMT-P 143786, 19.7 mm 
SL).
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黒色素胞があること，尾鰭外縁が湾入すること，尾鰭基部

に黒色素胞が密集した大きな黒色斑が見られることなどの

特徴がMaeda and Tachihara (2005) や前田（2014）で示され

たテンジクカワアナゴの仔魚の特徴と一致したため，本種

に同定された．

採集環境　2020年 2月 11日に採集された 1個体（NSMT 

-P 143780）は，水路の鹿島灘流入地点から約 330 m上流

右岸に沈んでいた袋状のゴミの下から得られた．採集地点

の水深は約 5 cmで，水温は 10.2°Cであった．当該地点に

は満潮時でも海水は流入せず，採集時も純淡水であった．

ゴミの下には嫌気性の泥が堆積していた．

2020年 11月 20日に採集された 2個体のうち着底後の

1個体（NSMT-P 143781）は，水路の鹿島灘流入地点から

約 200 m上流右岸に生育していた抽水植物の根元から得ら

れた．採集地点の水深は約 10 cmで，水温は 14.0°Cであっ

た．当該地点には，満潮時になると海水が流入し，採集時

は約 1‰であった．抽水植物の根元には，泥まじりの砂が

堆積していた．もう 1個体（NSMT-P 143782）は，水路の

鹿島灘流入地点から約 400 m上流右岸に生育していた抽

水植物の根元から得られた．採集地点の水深は約 5 cmで，

水温は 12.8°Cであった．当該地点は淡水域であった．抽

水植物の根元には嫌気性の泥が堆積していた．

2021年 10月 21日に採集された 3個体（NSMT-P 143783 

–143785）は，水路の鹿島灘流入地点から約 210 m上流右

岸に生育していた抽水植物の根元から得られた．採集地点

の水深は約 12 cmで，当日の水温および塩分は不明である．

採集地点には砂泥が堆積していた．

分布　本種はインド・太平洋の主に熱帯・亜熱帯域（ザ
ンジバル諸島，レユニオン島，日本，台湾，中国，フィリ

ピン諸島，パラオ，シンガポール，インドネシア，パプア

ニューギニア，ソロモン諸島，オーストラリア，ニューカ

レドニア，マリアナ諸島，バヌアツ，フィジー諸島，フツ

ナ諸島，フェニックス諸島，サモア諸島，クック諸島，ソ

シエテ諸島，マルキーズ諸島，およびオーストラル諸島）

に分布する（明仁ほか，2013; Mennesson and Keith, 2017; 

Mennesson et al., 2018; Mennesson and Keith, 2020; Keith et 

al., 2021）．国内では小笠原諸島，千葉県（房総半島南部），

神奈川県（相模湾流入河川），静岡県から愛知県，和歌山

県，高知県，大分県および宮崎県の太平洋沿岸の河川，大

隅諸島，および琉球列島から記録されている（明仁親王，

1967；吉野ほか，1975; Sakai et al., 2001；伊藤，2003；荒

尾ほか，2008; Yonezawa et al., 2010；大塚ほか，2010；神田，

2011；平嶋・中谷，2012；中谷ほか，2012；立川・宮島，

2012；明仁ほか，2013；吉郷，2014；山川・瀬能，2015；池，

2017；三井，2018；山川ほか，2018；金川ほか，2018；板

井ほか，2019；尾山ほか，2021）．本研究により，新たに

茨城県の鹿島灘流入水路から本種が記録された．

備考　国内からは本種に類似する地下性の集団（カワ
アナゴ属の1種Eleotris sp.）が記録されているが（吉郷ほか，

2005；吉郷，2014; Mochida and Motomura, 2018），この集

団はテンジクカワアナゴよりも縦列鱗数が多く（66–73），

頭部孔器列の特徴に変異があることが指摘されている（吉

郷ほか，2005；赤池ほか，2021）．本研究で観察された標

本のうち 3個体（NSMT-P 143780, 143781, 143783）は縦列

鱗数が 56–60であったことから，同集団ではなくテンジク

カワアナゴであると考えられた．一方，同集団の仔魚の

形質は不明であるため，縦列鱗数や孔器列の確認ができな

かった小型の 3個体（NSMT-P 143782, 143784, 143785）は，

厳密な同定が出来ていないが，標本が地上で得られたこと

から本稿では暫定的にテンジクカワアナゴに同定した．

上述の通り，テンジクカワアナゴはこれまで茨城県で

は記録されておらず，本研究は本種の同県からの初記録と

なる．また，従来の分布北限が神奈川県相模湾流入河川で

あったことから，本研究は本種の分布の北限を更新する記

録となる．

本種は約 50 mm SLで成熟するとされており（Maeda et 

al., 2008），本研究で採集された 6個体はその体長（15.7–35.2 

mm SL）からいずれも未成熟個体であると考えられた．ま

た，本種は約 16–20 mm SLの仔魚が海岸に出現し河川に

加入することが知られている（Maeda and Tachihara, 2005；

前田，2014）．2020年 11月および 2021年 10月に採集さ

れた 3個体（NSMT-P 143782, 143784, 143785）は，そのサ

イズや色素胞の特徴から，加入直後の仔魚であると考えら

れた．

採集地点では，複数年にわたって少なくない採集努力

が払われたにもかかわらず，本種の成魚と考えられる個体

は採集されていないことから，現時点では採集地点におい

て本種が再生産している可能性は低い．ただし，冬季に

当たる 2020年 2月に採集された 1個体（NSMT-P 143780: 

26.5 mm SL）は，その体長から着底後しばらく経過した個

体であり，2019年の夏季から秋季以降に採集地点に加入

した後，着底し越冬の最中であったと推察された．本個体

の採集時の水温は 10.2°Cと低かったが，水底に堆積した

嫌気性の堆積物中の温度は相対的に高い傾向にあるため，

当該個体もその影響で越冬できていたのかもしれない．

Eleotris acanthopoma Bleeker, 1853

チチブモドキ
（Fig. 1C）

標本　NSMT-P 143786，19.7 mm SL，茨城県神栖市南浜

の鹿島灘流入水路，2021年 10月 21日，浜野　隼・木村将士・

小熊進之介．

同定　上記標本は尾鰭分節軟条数が 15であること，縦
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列鱗数が 53であること，胸鰭軟条数が 15であること，胸

鰭上部に遊離軟条がないこと，腹鰭は短く，先端が臀鰭基

部に達しないこと，眼の上縁と前鰓蓋部に感覚管開孔が無

いこと，鰓蓋後端部で上下の孔器列が接しないこと，眼下

の縦列孔器列を横断する横列孔器列が 1本であることなど

の特徴が明仁ほか（2013）のチチブモドキの特徴と一致し

たため，本種に同定された．

採集環境　上記標本は水路の鹿島灘流入地点から約 60 

m上流左岸の岩の下から得られた．採集地点の水深は約

34 cmであった．当日の水温および塩分は不明であるが，

通常，テンジクカワアナゴが採集された地点よりは塩分が

相対的に高い（山川，未発表）．採集地点には，砂が堆積

していた．

分布　本種はインド・太平洋の主に熱帯・亜熱帯域（セー
シェル，日本，台湾南部，中国海南島，フィリピン諸島，

マレーシア，インドネシア，パプアニューギニア，ソロ

モン諸島，オーストラリア北岸，ニューカレドニア，マ

リアナ諸島，バヌアツ，フレンチポリネシア）に分布す

る（明仁ほか，2013; Mennesson and Keith, 2020; Keith et al., 

2021）．国内では伊豆諸島，小笠原諸島，千葉県（房総半

島南部），神奈川県（東京湾・相模湾流入河川），静岡県か

ら愛知県，三重県，和歌山県，高知県，愛媛県，大分県お

よび宮崎県の太平洋沿岸の河川，長崎県・鹿児島県の東シ

ナ海沿岸の河川，対馬，五島列島，天草諸島，上甑島，大

隅諸島，および琉球列島から記録されている（明仁親王，

1967；吉野ほか，1975；長峯，1985；岩田，2001; Sakai et 

al., 2001; Senou et al., 2002；伊藤，2003；荒尾ほか，2007；

江口ほか，2008；荒尾，2009; Motomura et al., 2010；大塚

ほか，2010；神田，2011；平嶋・中谷，2012；立川・宮

島，2012；深川，2012；明仁ほか，2013；岩坪・本村，

2013；吉郷，2014；山川・瀬能，2015；辻，2015；山川

ほか，2017；三井，2018；金川ほか，2018；金川・北原，

2019；熊本県希少野生動植物検討委員会，2019；尾山ほか，

2021）．本研究により，新たに茨城県の鹿島灘流入水路か

ら本種が記録された．

備考　上述の通り，チチブモドキはこれまで茨城県で
は記録されておらず，本研究は本種の同県からの初記録と

なる．また，従来の分布北限が千葉県房総半島南部もしく

は神奈川県東京湾流入河川であったことから，本研究は本

種の分布の北限を更新する記録となる．

本種は約 28 mm SLで成熟するとされており（Maeda et 

al., 2008），本研究で採集された個体はその体長（19.7 mm 

SL）から未成熟個体であると考えられた．採集個体数は 1

個体のみであることから，現時点ではテンジクカワアナゴ

と同様，採集地点において本種が再生産している可能性は

低い．

考　　察
本研究で採集されたテンジクカワアナゴとチチブモド

キは，それぞれ茨城県からの初記録かつ種の分布北限で

ある．このような熱帯・亜熱帯域に主に分布する種が，

鹿島灘やその周辺の河川において記録された事例は他の

魚類でも報告されている．例えば，オオウナギ Anguilla 

marmorata Quoy and Gaimard, 1824は 1964年（中村・木村，

1967），カライワシ Elops hawaiensis Regan, 1909は 2018年

（大森ほか，2019），イッセンヨウジ Microphis (Coelonotus) 

leiaspis (Bleeker，1853)は 2007–2020年にかけての 3例（外

山ほか，2021b），ユゴイ Kuhlia marginata (Cuvier, 1829)は

1955年，1978年，および 2020年に（舟橋正隆氏，私信；

外山ほか，2021b），ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre, 

1927)は 1966年と 2020年（外山ほか，2021b），ゴマフエ

ダイ Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775)，オオクチユ

ゴイ Kuhlia rupestris (Lacépède, 1802)，クロホシマンジュ

ウダイ Scatophagus argus (Linnaeus, 1766)は 2020年（外山

ほか，2021b）に，それぞれ同地域から散発的に記録され

ており，中村・木村（1967）は鹿島灘におけるオオウナ

ギが黒潮による輸送によって偶発的に加入した可能性を

指摘している．同様に外山ほか（2021a）は，同地域沿岸

における南方性ボラ科魚類 4種［フウライボラ Crenimugil 

crenilabis (Forsskål, 1775)，モンナシボラ Moolgarda engeli 

(Bleeker, 1858)，タイワンメナダ M. seheli (Forsskål, 1775)，

およびワニグチボラ Oedalechilus labiosus (Valenciennes, 

1836)］の出現が黒潮による無効分散である可能性を指摘

している．本稿で扱ったカワアナゴ属の 2種もこれらと同

様に浮遊仔魚期に黒潮やその派生流によって分散した個体

である可能性が高い．また近年，本州の他の黒潮沿岸域か

らも熱帯性通し回遊性魚類の北限記録が相次いで更新され

ており，地球温暖化に伴う水温上昇により熱帯性種の分布

限界が拡大している可能性が指摘されている（山川ほか，

2018, 2020）．今後も温暖化に伴う水温上昇は続くと予想さ

れ（羽角，2017），各種の越冬の有無も含めた同地域やよ

り高緯度地域の魚類相の継続的なモニタリングが必要であ

る．
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